
巻頭エッセイ

一
九
九
○
年
代
に
鮮
明
と
な
っ
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
動
き
は
、
先
進

国
、
発
展
途
上
国
の
す
べ
て
の
国
に
貿
易
、
投
資
、
金
融
取
引
の
自
由
化

を
促
し
、
世
界
の
す
み
ず
み
ま
で
市
場
原
理
を
浸
透
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

る
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
は
、
多
国
籍
企
業
や
巨
大
金
融
機
関
の
自
由
な
活

動
の
た
め
に
、
国
家
に
よ
る
市
場
経
済
へ
の
介
入
を
非
効
率
的
な
も
の
と

し
て
緩
和
さ
せ
、
さ
ら
に
非
国
家
主
体
に
よ
る
金
融
資
本
、
労
働
力
、
商

品
・
資
源
、
情
報
、
サ
ー
ビ
ス
を
国
境
を
超
え
て
流
動
化
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
る
。
こ
の
経
済
変
動
は
そ
れ
に
対
応
す
る
政
治
シ
ス
テ
ム
を
起
動
し

（
新
自
由
主
義
）、
ま
た
法
制
度
化
さ
せ
（
世
界
貿
易
機
関
〈
Ｗ
Ｔ
Ｏ
〉）、

さ
ら
に
国
際
的
な
社
会
・
文
化
シ
ス
テ
ム
の
変
動
を
促
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
は
、
情
報
技
術
の
発
達
に
よ
る
情
報
社
会

化
を
促
す
運
動
で
あ
り
、
そ
の
経
済
的
機
能
は
全
世
界
的
な
自
由
主
義
市

場
の
発
達
を
図
り
、
ま
た
政
治
的
機
能
は
冷
戦
後
の
民
主
主
義
の
拡
大
を

促
し
、
さ
ら
に
文
化
的
機
能
は
特
定
の
価
値
の
普
遍
化
を
促
す
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
動
き
は
新
た
な
国
際
的
な
法
の
形
成
と
、
す
べ
て
の
国
の

国
内
法
の
変
革
を
促
し
て
お
り
、
途
上
国
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。

独
立
後
、
途
上
国
は
、
ま
ず
国
家
の
基
本
形
態
を
定
め
る
憲
法
、
土
地

法
、
信
用
創
造
の
銀
行
法
、
外
国
投
資
を
促
す
投
資
法
を
制
定
し
た
。
そ

の
後
幾
多
の
法
改
革
を
行
っ
た
が
、
一
九
九
○
年
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、

特
に
一
九
九
五
年
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
設
立
は
、
さ
ら
に
途
上
国
に
対
し
て
大
き

な
法
改
革
を
求
め
た
。
す
な
わ
ち
Ｗ
Ｔ
Ｏ
は
、
こ
れ
ま
で
の
途
上
国
へ
の

優
遇
措
置
を
順
次
撤
廃
し
て
、
ガ
ッ
ト
に
代
わ
る
新
し
い
物
品
貿
易
協
定

を
制
定
し
、
同
時
に
新
し
い
分
野
で
あ
る
サ
ー
ビ
ス
貿
易
、
知
的
所
有
権
、

貿
易
関
連
投
資
協
定
、
紛
争
解
決
に
関
す
る
協
定
を
制
定
し
た
。
か
く
し

て
途
上
国
に
も
例
外
を
み
と
め
な
い
世
界
貿
易
体
制
が
構
築
さ
れ
、
国
際

経
済
の
画
一
化
、
基
準
化
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
こ
の
「
新
自
由
主
義
的
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
は
、
国
際
経
済
の
画

一
化
を
促
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
方
で
先
進
国
、
途
上
国
間
の
貧
富
の
差

を
拡
大
し
、
ま
た
環
境
破
壊
、
都
市
と
農
村
の
格
差
拡
大
を
も
た
ら
し
て

い
る
。
さ
ら
に
貧
困
、
飢
餓
、
難
民
、
環
境
に
対
応
す
る
国
際
社
会
の
福

祉
と
国
際
的
公
正
の
問
題
に
つ
い
て
そ
の
再
考
を
促
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
「
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
」あ
る
い
は
「
も
う
一
つ
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
」

と
い
っ
た
反
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
運
動
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

反
グ
ロ
ー
バ
ル
運
動
は
、
先
進
国
で
は
、
環
境
保
護
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問

題
、
反
レ
イ
シ
ズ
ム
、
累
積
債
務
問
題
の
解
消
、
国
際
金
融
投
機
規
制
な

ど
の
運
動
と
し
て
展
開
し
、
途
上
国
で
は
さ
ら
に
多
国
籍
企
業
の
活
動
規

制
、
医
薬
品
の
特
許
の
緩
和
、
食
糧
確
保
、
人
権
擁
護
、
教
育
施
設
の
充

実
な
ど
の
運
動
と
し
て
、
そ
の
国
際
的
実
行
が
強
く
要
求
さ
れ
て
い
る
。

 

現
在
、
イ
ギ
リ
ス
は
、
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
を
是
正
し
て
公
正
な
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
進
め
て
お
り
、
ま
た
国
際
的
な
動
き
と
し
て
社
会
的

不
公
平
を
是
正
し
、
さ
ら
に
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
後
退
し
た
福
祉

の
拡
充
を
は
か
る
国
際
福
祉
社
会
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

 

（
あ
ん
ど
う　

か
つ
み
／
元
国
際
基
督
教
大
学
大
学
院
教
授
）

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
発
展
途
上
国

安
藤
勝
美

1─アジ研ワールド・トレンド　No.132（2006．９）


